
予防接種を受けられる方へ 

ウイルスと同じ形でありながら具合が悪くならないように毒性を抜いたものなどを接種すること

で、体にそのウイルスの形を覚えさせます（免疫を作る）。 
すると、実際に本物のウイルスが体に入ってきた時に、その形を覚えているためにすぐに捕まえてや

っつけることができます。ですからウイルスが体の中で活躍できず、発症を抑えることができます。 
例えば麻疹（はしか）はかなりの頻度で肺炎を引き起こしたり、まれに脳炎などを併発して命に関

わることもあります。任意接種のおたふくかぜでも時には髄膜炎や難聴になることもあります。 
世界基準では、規定の予防接種を受けることが義務付けられており、未接種の子どもを入学させる

と校長先生が他の親から訴えられる事もあります。海外に留学などする際にも予防接種を受けていな

いと受け入れてもらえない可能性もあります。 
お子様の健康を守るためにも、周りのお友達にうつしてしまうリスクを下げるためにも、そして将

来海外に出ても気兼ねなく活躍できるように、きちんと予防接種を受けましょう。 
 

★予防接種スケジュール 
当院では通常の予防接種スケジュールにのっとり、下記の日程で開始しています。 
・生後２ヵ月でヒブ、肺炎球菌、B 型肝炎、ロタウイルス（任意） 
・生後 3 ヵ月で上記に加えて 4 種混合 

 
★同時接種について 

複数のワクチンを同時接種しても特に効果 や副反応の出現率は変わらないとされています。ど

うしてもご心配であれば別々に接種することもできますが、ワクチンがたくさんあるため規定の期

間内にすべてを受けることが大変になりあまりお勧めしていません。 
 

★注意事項 
※ 予防接種の枠はできる限り多くご用意しておりますが、最近ご予約が多くご希望の日時に入

れることが困難な場合があります。ご予約の際には十分余裕をもって早めに入れていただく

ようお願い致します。 
※ 明らかな発熱、蕁麻疹などを認めた場合は改善してから 1 週間程度、熱性けいれんを起こし

た場合、2 ヵ月程度は予防接種を受けられませんので、その期間にご予約されていた場合は 
キャンセルもしくは延期のご連絡をいただきますようお願い致します。 

※ 母子手帳内にカード等が挟んであると落ちて紛失する場合もありますので、 
事前に外しておいてください。 

※ 両親以外の方が付き添いの場合には、委任状がないと接種できません、 
忘れずにご持参ください。 
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